
新
規

継
続

事
業

費
(円

）
県

補
助

金
（
円

)
事

業
費

(円
）

県
補

助
金

（
円

)
参

加
人

数
事

業
費

(円
）

県
補

助
金

（
円

)
事

業
費

(円
）

県
補

助
金

（
円

)

H
2
7

新
規

1
前

橋
市

森
林

環
境

教
育

松
枯

れ
林

地
再

生
事

業
N

P
O

法
人

 赤
城

自
然

塾
児

童
・
生

徒
を

対
象

と
し

た
散

策
道

の
整

備
を

通
じ

た
森

林
環

境
教

育
3
0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

完
了

2
6
9
,8

6
0

2
6
9
,0

0
0

5
3

H
2
7

継
続

1
前

橋
市

森
林

環
境

教
育

幼
児

へ
の

森
林

環
境

教
育

及
び

森
林

体
験

活
動

N
P

O
法

人
 ま

え
ば

し
保

育
ﾈ

ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ

幼
児

と
保

護
者

を
対

象
と

し
た

森
林

内
で

の
体

験
活

動
を

通
じ

た
森

林
環

境
教

育
4
5
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

完
了

4
6
9
,7

0
0

3
0
0
,0

0
0

4
7
3

H
2
7

継
続

1
前

橋
市

森
林

環
境

教
育

森
の

よ
う

ち
え

ん
・
森

の
ほ

い
く
え

ん
N

P
O

法
人

 あ
か

ぎ
の

森
の

よ
う

ち
え

ん
幼

児
と

保
護

者
を

対
象

と
し

た
森

林
内

で
の

体
験

活
動

を
通

じ
た

森
林

環
境

教
育

3
0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

完
了

3
0
0
,1

0
7

3
0
0
,0

0
0

6
0
8

H
2
7

継
続

1
高

崎
市

森
林

環
境

教
育

倉
渕

森
林

環
境

教
育

活
動

高
崎

市
市

内
の

生
徒

を
対

象
と

し
た

ホ
タ

ル
の

生
息

地
の

観
察

や
林

業
体

験
を

通
じ

た
森

林
環

境
教

育
4
0
1
,0

0
0

4
0
1
,0

0
0

完
了

3
9
8
,1

9
5

3
9
8
,0

0
0

9
8

H
2
7

継
続

1
高

崎
市

森
林

環
境

教
育

親
子

竹
工

作
体

験
・

ネ
イ

チ
ャ

ー
ク

ラ
フ

ト
体

験
群

馬
の

森
サ

ポ
ー

タ
ー

ズ
ク

ラ
ブ

親
子

に
よ

る
竹

林
の

伐
採

や
竹

を
利

用
し

た
木

工
体

験
等

を
通

じ
た

森
林

環
境

教
育

1
4
0
,0

0
0

1
4
0
,0

0
0

完
了

1
4
1
,3

2
9

1
4
0
,0

0
0

1
0
0

H
2
7

継
続

1
高

崎
市

森
林

環
境

教
育

観
音

山
山

桜
観

察
会

Ｏ
Ｃ

Ｂ
会

（
観

音
山

丘
陵

の
山

桜
を

育
て

る
会

）
高

崎
市

民
を

対
象

と
し

た
里

山
散

策
を

通
じ

た
山

桜
の

自
然

観
察

会
3
0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

完
了

3
4
4
,3

2
3

3
0
0
,0

0
0

1
1
5

H
2
7

新
規

1
高

崎
市

森
林

環
境

教
育

高
崎

市
小

学
生

自
然

体
験

活
動

高
崎

市
（
学

校
教

育
課

）
高

崎
市

に
よ

る
市

内
の

小
学

５
年

生
を

対
象

と
し

た
倉

渕
地

域
等

で
の

自
然

体
験

活
動

6
,5

2
9
,0

0
0

3
,4

5
0
,0

0
0

完
了

5
,3

6
1
,7

6
0

3
,1

5
0
,0

0
0

1
,0

4
0

H
2
7

新
規

1
桐

生
市

森
林

環
境

教
育

森
林

環
境

学
習

事
業

カ
ッ

コ
ソ

ウ
協

議
会

（
桐

生
市

環
境

課
）

桐
生

地
域

の
豊

か
な

自
然

環
境

を
フ

ィ
ー

ル
ド

と
し

た
自

然
観

察
や

研
修

等
を

通
じ

た
森

林
環

境
教

育
1
5
0
,0

0
0

1
5
0
,0

0
0

完
了

1
5
1
,7

1
3

1
5
0
,0

0
0

1
1
7

H
2
7

新
規

1
桐

生
市

森
林

環
境

教
育

里
山

管
理

体
験

事
業

桐
生

市
（
公

園
緑

地
課

・
桐

生
自

然
観

察
の

森
）

里
山

林
（
雑

木
林

）
の

管
理

や
整

備
体

験
を

通
じ

た
里

山
の

森
林

環
境

教
育

活
動

7
3
1
,1

0
0

7
3
1
,1

0
0

完
了

7
7
7
,5

9
6

7
7
7
,0

0
0

8
2

H
2
7

新
規

1
桐

生
市

森
林

環
境

教
育

野
鳥

の
暮

ら
す

森
づ

く
り

事
業

桐
生

市
（
公

園
緑

地
課

・
桐

生
自

然
観

察
の

森
）

野
鳥

の
生

態
や

野
鳥

を
取

り
巻

く
自

然
環

境
の

学
習

や
木

工
工

作
（
巣

箱
）
を

通
じ

た
森

林
環

境
教

育
3
3
7
,5

0
0

3
3
7
,5

0
0

完
了

2
2
7
,5

0
6

2
2
7
,0

0
0

2
3

H
2
7

新
規

1
桐

生
市

森
林

環
境

教
育

森
の

生
き

も
の

調
べ

事
業

桐
生

市
（
公

園
緑

地
課

・
桐

生
自

然
観

察
の

森
）

桐
生

自
然

観
察

の
森

内
の

生
物

調
査

を
実

施
し

、
森

林
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
活

用
で

き
る

生
物

リ
ス

ト
等

を
作

成
す

る
4
1
5
,6

0
0

4
1
5
,6

0
0

完
了

4
1
7
,8

6
6

4
1
7
,0

0
0

7
0

H
2
7

新
規

1
伊

勢
崎

市
森

林
環

境
教

育
守

ろ
う

群
馬

の
森

と
水

殖
蓮

地
区

自
然

環
境

を
守

る
会

親
子

で
自

然
に

親
し

み
、

森
林

や
森

林
が

育
む

水
の

大
切

さ
を

深
め

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
2
5
2
,5

0
0

2
5
2
,5

0
0

完
了

2
5
2
,5

0
0

2
5
2
,0

0
0

6
5
0

H
2
7

新
規

1
館

林
市

森
林

環
境

教
育

多
々

良
ア

カ
マ

ツ
植

樹
体

験
館

林
市

（
緑

の
ま

ち
推

進
課

）
地

域
住

民
を

対
象

と
し

た
ア

カ
マ

ツ
の

植
樹

及
び

講
話

を
通

じ
た

森
林

環
境

教
育

3
6
7
,0

0
0

3
6
7
,0

0
0

完
了

3
9
9
,9

7
9

3
9
9
,0

0
0

1
0
0

H
2
7

継
続

1
館

林
市

森
林

環
境

教
育

秋
の

緑
化

イ
ベ

ン
ト

～
身

近
な

緑
を

楽
し

も
う

～
館

林
市

（
緑

の
ま

ち
推

進
課

）
地

域
に

存
在

す
る

古
木

の
紹

介
と

緑
に

よ
る

森
林

環
境

教
育

6
2
,0

0
0

6
2
,0

0
0

完
了

4
7
,0

0
0

4
7
,0

0
0

3
2

H
2
7

新
規

1
館

林
市

森
林

環
境

教
育

四
中

の
森

・
森

林
環

境
教

育
館

林
市

教
育

委
員

会
（
学

校
教

育
課

）
生

徒
や

P
T
A

を
対

象
と

し
た

学
校

林
の

管
理

を
通

じ
た

森
林

環
境

教
育

3
0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

完
了

2
2
4
,9

1
5

2
2
4
,0

0
0

5
5
1

H
2
7

新
規

1
渋

川
市

森
林

環
境

教
育

緑
で

包
む

里
山

整
備

事
業

N
P

O
法

人
 渋

川
広

域
も

の
づ

く
り

協
議

会
小

野
池

あ
じ

さ
い

公
園

と
連

携
し

た
観

光
客

誘
致

の
た

め
の

自
然

活
動

体
験

8
3
,6

7
0

8
3
,6

0
0

完
了

8
4
,1

3
1

8
4
,0

0
0

7
2

H
2
7

継
続

1
藤

岡
市

森
林

環
境

教
育

林
業

体
験

教
室

藤
岡

市
立

美
九

里
東

小
学

校
児

童
を

対
象

と
し

た
間

伐
体

験
及

び
木

工
工

作
体

験
、

き
の

こ
栽

培
を

通
じ

た
森

林
環

境
教

育
3
0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

完
了

3
0
0
,0

3
2

3
0
0
,0

0
0

8
9

H
2
7

新
規

1
藤

岡
市

森
林

環
境

教
育

林
業

体
験

教
室

藤
岡

市
立

日
野

小
学

校
児

童
を

対
象

と
し

た
間

伐
体

験
及

び
木

工
工

作
体

験
、

き
の

こ
栽

培
を

通
じ

た
森

林
環

境
教

育
3
0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

完
了

3
0
2
,2

7
8

3
0
0
,0

0
0

8
8

H
2
7

継
続

1
藤

岡
市

森
林

環
境

教
育

林
業

体
験

教
室

N
P

O
法

人
 林

業
倶

楽
部

「
山

屋
」

N
P

O
法

人
に

よ
る

間
伐

体
験

及
び

炭
焼

体
験

、
き

の
こ

の
駒

打
ち

を
通

じ
た

森
林

環
境

教
育

3
0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

完
了

4
7
9
,1

6
0

3
0
0
,0

0
0

3
1

H
2
7

継
続

1
中

之
条

町
森

林
環

境
教

育
芳

ヶ
原

湿
原

周
辺

自
然

観
察

会
中

之
条

町
自

然
観

察
を

通
じ

た
森

林
環

境
教

育
5
4
0
,0

0
0

5
4
0
,0

0
0

完
了

5
4
0
,3

0
0

5
4
0
,0

0
0

7
5

H
2
7

新
規

1
川

場
村

森
林

環
境

教
育

里
山

塾
森

林
環

境
教

育
支

援
事

業
世

田
谷

川
場

ふ
る

さ
と

公
社

里
山

塾
が

実
施

す
る

森
林

環
境

教
育

に
必

要
な

る
資

材
等

を
支

援
し

、
森

林
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
充

実
さ

せ
る

3
0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

完
了

2
9
9
,8

6
2

2
9
9
,0

0
0

1
5
0

H
2
7

継
続

1
川

場
村

森
林

環
境

教
育

学
校

林
の

手
入

れ
支

援
事

業
川

場
村

立
川

場
中

学
校

川
場

中
学

校
が

実
施

す
る

森
林

環
境

教
育

に
必

要
な

る
資

材
等

を
支

援
し

、
森

林
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
充

実
さ

せ
る

1
6
5
,0

0
0

1
6
5
,0

0
0

完
了

1
6
5
,0

0
0

1
6
5
,0

0
0

1
0
0

H
2
7

新
規

1
み

な
か

み
町

森
林

環
境

教
育

真
沢

地
区

森
林

環
境

教
育

里
山

環
境

さ
な

ざ
わ

月
夜

野
（
真

沢
）
の

地
元

小
学

生
を

対
象

と
し

た
里

山
環

境
教

育
の

実
施

4
0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

完
了

9
8
,3

7
9

9
8
,0

0
0

3
2

H
2
7

継
続

1
み

な
か

み
町

普
及

啓
発

み
な

か
み

町
域

学
連

携
事

業
全

国
農

村
サ

ミ
ッ

ト
in

み
な

か
み

町
実

行
委

員
会

日
本

大
学

と
連

携
し

、
全

国
農

村
サ

ミ
ッ

ト
に

お
い

て
森

林
環

境
教

育
の

普
及

啓
発

活
動

を
実

施
1
,5

0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

完
了

1
,2

1
7
,1

0
3

3
0
0
,0

0
0

2
1
6

H
2
7

継
続

1
板

倉
町

森
林

環
境

教
育

板
倉

町
子

ど
も

会
自

然
体

験
ス

ク
ー

ル
板

倉
町

子
ど

も
会

育
成

化
連

絡
協

議
会

妙
義

山
登

山
及

び
野

外
活

動
を

通
じ

た
森

林
環

境
教

育
1
,3

1
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

完
了

1
,2

2
5
,7

0
8

3
0
0
,0

0
0

1
0
8

H
2
7

継
続

1
千

代
田

町
森

林
環

境
教

育
森

林
体

験
日

帰
り

ツ
ア

ー
千

代
田

町
国

立
赤

城
青

少
年

交
流

の
家

で
の

自
然

体
験

を
通

じ
た

森
林

環
境

教
育

1
8
5
,0

0
0

1
8
1
,0

0
0

完
了

1
6
5
,5

0
4

1
6
3
,0

0
0

3
7

H
2
7

新
規

2
前

橋
市

普
及

啓
発

学
ぼ

う
ホ

タ
ル

の
い

る
森

と
水

辺
牛

池
川

の
豊

か
な

思
い

出
を

育
む

会
元

総
社

小
学

校
生

徒
及

び
地

域
住

民
を

対
象

と
し

た
森

林
や

森
林

が
育

む
水

辺
の

大
切

を
ホ

タ
ル

等
を

通
じ

て
学

ぶ
講

演
会

の
開

催
5
1
,0

0
0

5
1
,0

0
0

完
了

5
1
0
,0

0
0

5
1
,0

0
0

2
4
5

年
度

一
次

二
次

別
市

町
村

名
細

々
区

分

森
林

環
境

教
育

・
普

及
啓

発
　

事
業

一
覧

計
画

採
択

区
分

廃
止

備
考

実
績

繰
越

事
業

名
事

業
実

施
者

事
業

概
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事業名 森林体験日帰りツアー

事業実施主体 千代田町 市町村名 千代田町

事業成果 国立赤城青少年交流の家での自然体験活動を実施し、森林環境の大切さを学んだ。

参加人数 ３７名 事業費（補助金） 165,504円 （163,000円）

事業名 秋の緑化イベント　～身近な緑を楽しもう～

事業実施主体 館林市 市町村名 館林市

事業成果 地域の存在する古木の紹介と緑による森林環境教育により、森林環境の重要性を伝えることができた。

参加人数 ３２名 事業費（補助金） 47,000円 （47,000円）

木工体験

古木の紹介

植樹体験

森林環境教
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【◆事業概要◆】
事 業 区 分
細 区 分

【事業の採択状況】 【事業の廃止】
区分 合計 1次 2次 区分 合計 1次 2次

市町村数 1 1 －
採択箇所数 1 1 －
事業費 33,200,000 33,200,000 －
うち県民基金 9,485,000 9,485,000 －

【事業の実施状況】 【繰越状況】
区分 合計 1次 2次 区分 合計 1次 2次

市町村数 1 1 －
実施箇所数 1 1 －
《決算額》
　事業費 20,235,300 20,235,300 －
　県民基金 10,000,000 10,000,000 －

【成果】

【課題・方向性】

【実施状況の評価（評価者：県）】

森林の公有林化　実施報告

森林の公有林化
水源地域の公有林化、平地林の公有林化

補 助 率 補助率1／2以内（ただし、上限10,000千円とする）

基 本 方 針 里山・平地林等の森林環境を改善し、安全・安心な生活環境を創造

事 業 の 目 的 水源地域の森林の公有林化や平地林を公有化あるいは造成しようとする市町村の取組を支援する。

・　公有林化された森林については、今後適切な管理により公益的機能が高度に発揮される森林として管理されることが
期待される。

・　購入した森林について、市町村が策定する市町村森林整備計画に公益的機能別施業森林として位置づけ、適正に管
理されるようサポートする必要がある。

・　採択された計画内容に基づき、適正に実施されており、概ね期待された成果が得られた。

【事業実施者・地域住民等からの意見】

・　市民が親しめる森林となるよう整備支援もしてほしい。

・ 購入面積 平地林 ０．２８ｈａ （太田市）

【平成２７年度の実 １０，０００千円
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事業名 （仮称）矢場町地内平地林事業

事業実施主体 太田市 市町村名 太田市

事業成果 平地林を造成し、管理する事で森林の持つ公益的機能増進を図る。

購入面積 ２，８１１．５３㎡ 事業費（補助金） 20,235,300円 （10,000,000円）

購入場所

太田市矢場町地内
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【■事業概要■】

補 助 率

【事業の採択状況】 単位：円
事 業 費 6,000,000
うち県民基金 3,000,000

【実施状況】

【課題・方向性】

【実施状況の評価（評価者：県）】

１／２以内

採 択 の
考 え 方

・森林整備後の管理体制が確保されていない時点で「荒廃した里山・平地林の整備」と同等以上の提案があった
場合は、「管理体制の構築に努めることを条件」とし、各事業毎の補助上限額の１／２以内、同一地につき１回限
りを条件に独自提案事業として認める。
・実施団体、箇所、面積を確定した後に補助金申請を行うこと。

独自提案事業　実施報告（１／６）

事 業 名 里山元気再生事業 実施主体／市町村 高崎市

・　補助金を活用することで、鳥獣害被害防止のための緩衝帯作りができた。

【事業実施者・地域住民等からの意見】

基 本 方 針
里山・平地林等の森林環境を改善し、安全・安心な生活環境を創造
ぐんま緑の県民税の趣旨・目標に照らし、適切な事業内容であると認められ、かつ第三者機関である「ぐんま緑の
県民税評価検証委員会」の承認を得たものであること。

事 業 の 目 的
野生動物の隠れ場になっている竹林や里山林等の伐採・下刈を行い、緩衝帯を設ける地域活動に対して補助を
行い、野生動物被害の低減を目的とする。

・　採択された計画内容に基づき、適正に実施されている。

・　多くの自治会や団体が森林整備に取り組めるよう指導を行い、引き続き地域の取組を支援する。
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【■事業概要■】

補 助 率

【事業の採択状況】 単位：円
事 業 費 4,746,600
うち県民基金 1,012,500

【実施状況】

【課題・方向性】

【実施状況の評価（評価者：県）】

・　県民基金事業を活用することにより、竹林整備事業の促進が図れた。また、地域自治会から多くの実施要望箇所があ
るため、今後も本事業を進めていきたい。

独自提案事業　実施報告（２／６）

事 業 名 竹林整備事業 実施主体／市町村 渋川市

・　採択された計画内容に基づき、適正に実施されている。

【事業実施者・地域住民等からの意見】

基 本 方 針
里山・平地林等の森林環境を改善し、安全・安心な生活環境を創造
ぐんま緑の県民税の趣旨・目標に照らし、適切な事業内容であると認められ、かつ第三者機関である「ぐんま緑の
県民税評価検証委員会」の承認を得たものであること。

事 業 の 目 的 放置竹林を間伐し、地域の安全・安心に資するほか、伐採竹の利活用についての調査研究を行う

・　整備完了後の良好な状態を維持するよう、適切な管理を行う。

１／２以内

採 択 の
考 え 方

・荒廃した里山・平地林の整備との整合性を図るため、放置竹林の間伐については「困難地整備事業／竹林」の
上限2,700千円／haの補助率を基準とする。
・既に市が複数年調査をしてきたことから、内容に新規性が認められないため、調査研究に係る費用については
補助対象として認めない。
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【■事業概要■】

補 助 率

【事業の採択状況】 単位：円
事 業 費 1,770,000
うち県民基金 885,000

【実施状況】

【課題・方向性】

【実施状況の評価（評価者：県）】

・　整備された森林を継続的に維持すると共に、森林環境教育の内容を充実させたい。

・　採択された計画内容に基づき、適正に実施されている。

【事業実施者・地域住民等からの意見】

基 本 方 針
里山・平地林等の森林環境を改善し、安全・安心な生活環境を創造
ぐんま緑の県民税の趣旨・目標に照らし、適切な事業内容であると認められ、かつ第三者機関である「ぐんま緑の
県民税評価検証委員会」の承認を得たものであること。

事 業 の 目 的
平成28年度に開校する邑楽中学校周辺の竹林を整備し、整備後には森林体験活動の場として、生徒・ＰＴＡによ
る植樹活動の実施し、身近な森として森林環境教育を図る。

・　整備後に開催される森林環境教育が、生徒の記憶に残り、森林環境への興味が湧く内容としたい。

１／２以内

採 択 の
考 え 方

・森林整備後の管理体制が確保されていない時点で「荒廃した里山・平地林の整備」と同等以上の提案があった
場合は、「管理体制の構築に努めることを条件」とし、各事業毎の補助上限額の１／２以内、同一地につき１回限
りを条件に独自提案事業として認める。

独自提案事業　実施報告（３／６）

事 業 名 甘楽中学校森林体験活動 実施主体／市町村 甘楽町
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【■事業概要■】

補 助 率

【事業の採択状況】 単位：円
事 業 費 1,000,000
うち県民基金 500,000

【実施状況】

【課題・方向性】

【実施状況の評価（評価者：県）】

・　採択された計画内容に基づき、適正に実施されている。

【事業実施者・地域住民等からの意見】

・　平地林に隣接した河川沿いの生育不良木等の除伐が実施できたことで、森林の公益的機能の回復ができた。
・　森林内の遊歩道などへ侵出していた枝や下草を除去できたことで、地域住民や通行人への安全確保ができた。
・　森林内の視界が開けたことで、通行人の安全確保と周辺環境の改善ができた。

基 本 方 針
里山・平地林等の森林環境を改善し、安全・安心な生活環境を創造
ぐんま緑の県民税の趣旨・目標に照らし、適切な事業内容であると認められ、かつ第三者機関である「ぐんま緑の
県民税評価検証委員会」の承認を得たものであること。

事 業 の 目 的
邑楽町における数少ないシンボル的な森林が近年荒廃し、周辺環境へ悪影響を与えているため、大黒地区につ
いて２カ年で整備を実施し、森林の持つ公益的機能を回復させ、地域住民が親しみを持てる存在とする。

・　整備完了後の良好な状態を維持するよう、適切な管理を行う。

１／２以内

採 択 の
考 え 方

・森林整備後の管理体制が確保されていない時点で「荒廃した里山・平地林の整備」と同等以上の提案があった
場合は、「管理体制の構築に努めることを条件」とし、各事業毎の補助上限額の１／２以内、同一地につき１回限
りを条件に独自提案事業として認める。

独自提案事業　実施報告（４／６）

事 業 名 大黒地区森林整備事業 実施主体／市町村 邑楽町

状況
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